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研究成果の概要（和文）：本研究は、アートとシチズンシップの関係を理論的・実践的に探究してきた。理論的
研究の成果は、国内外の美術教育学会のみならず、日本教育哲学会や日本ホリスティック教育／ケア学会など、
他分野の学会でも発表した。また、研究成果は書籍として出版した。実践的研究としては、展覧会を開催し、そ
れに関連するワークショップやシンポジウムを実施した。展覧会のカタログ、シンポジウムの記録冊子を作成
し、社会に広く発信した。さらに、哲学対話も複数回開催した。

研究成果の概要（英文）：This project has inquired the relationship between art and citizenship both 
theoretically and practically. The outcomes of the theoretical research were presented at not only 
the conference on art education home and abroad, but also at conferences in other fields, such as  
Philosophy of Education Society of Japan and Japanese Society for Holistic Education/Care. The 
results of the research were published as books. As practical research, we held the exhibition and 
related workshop and symposia. The results were widely disseminated through the exhibition catalogue
 and a booklet recording the symposium. In addition, Philosophical dialogues were also held several 
times.

研究分野： 教育学、美術教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、美術教育が単に美しい色や形を制作／鑑賞するものではなく、また単なる自己表現でもなく、自己を
取り巻く環境に情動や身体を伴ってどう対峙するかという問題であることを示したという点で社会的意義があ
る。また、これまで蓄積のある市民性教育に対して、政治的行動や公共性を担う自律した強い市民性ではなく、
アートを介在させることで、もっと軽やかでその時々に立ち上がる弱い市民性があるのではないかと問題提起す
る点で学術的意義をもつ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
①美術教育研究の領域では、従来の量的研究・質的研究に加えて、2010 年代前後から芸術に

基づく研究（Arts-Based Research：ABR）という考え方が注目されるようになってきた。これ
は教師と生徒との関係行為とそれぞれの生成変容によって日々変化する教育という事象に浸透
している質を捉えるのに、研究者にも単にエビデンスに基づくだけでなく、芸術を理解する際に
働く鑑識眼やそれを的確に分節化する批評の力が求められたことに由来している（Eisner, E.W. 
Educational Connoisseurship and Criticism, 1976, Barone, T. & Eisner, E.W. Arts Based 
Research, 2012）。従来美術教育は感性や情操を涵養するものと捉えられ、その学習内容も色や
形といった視覚的要素に重点が置かれてきた。ABR は、芸術的な手法を学習や教育実践、さら
には研究の中に取り入れることによって、一義的に答えを導くのが難しい複雑な社会問題にア
プローチすることを可能にし、また芸術的な実践を通じてコミュニティ形成やアイデンティテ
ィの獲得などといった新たな活動へと展開する可能性をもっている。芸術に基づくこと、教科や
学問を横断する総合的な知の形成が図られること、また教育や研究に芸術的な実践を組み込む
ことで教師や研究者自身の生成変容が図られることなどへの着目から、国際美術教育学会
（International Society for Education through Arts）では、ABR は一つの大きな研究潮流とな
っている。 
②教育学の分野では 2000 年頃から、教育学のポストモダニズムにおいて、近代の行き詰まり

を克服する契機として「美的なもの」が浮上し、「美と教育」「アート教育」などを主題としたシ
ンポジウムや著作出版が相次いでなされている（佐藤学・今井康雄編『子どもたちの想像力を育
む―アート教育の思想と実践』2003, Imai, Y. & Wulf, Ch. eds., Concepts of Aesthetic Education. 
Japanese and European Perspective, 2007 など）。このように教育学から美術教育への期待が
寄せられているが、美術教育研究の側からそれに応答するような研究が十分になされていると
は言えない。申請者は美術教育の側から教育学への応答をなすべく研究を続けてきた（東京藝術
大学美術教育研究室編『美術と教育のあいだ』2011、小松佳代子編著『美術教育の可能性―作品
制作と芸術的省察』2018）。また教育哲学研究としてシティズンシップ教育について論じている
G. ビースタ（『民主主義を学習する― 教育・生涯学習・シティズンシップ』2014、『よい教育と
はなにか―倫理・政治・民主主義』2016）が、近年美術教育について論じるなど（Biesta G. Letting 
Art Teach: Art education ‘after’ Joseph Beuys 2017, Naughton, Ch. Biesta, G, & Cole, D.R 
eds., Art, Artists and Pedagogy: Philosophy and the arts in education, 2018）、教育と美術と
市民性教育を接続する議論の土俵ができつつある。 
③政治哲学の分野では、例えば 2002 年のアメリカの政治・法哲学会の年次報告書が教育を取

り上げている。その背景には、シティズンシップの質に対する関心、多文化主義からの問題提起、
親の教育選択を強調する教育改革への関心がある（Macedo , S. & Tamir, Y. eds., Moral and 
Political Education, NOMOS XLIII, Yearbook of the American Society for Political and Legal 
Philosophy, 2002）。また近年、J. ランシエールや A. バディウなど、政治的な議論をしつつ芸
術について論じる哲学者が芸術の研究と実践において注目されている。このように政治哲学に
おいて教育と美術それぞれに接続する議論はあるが、政治と教育と美術との三者をつなげる研
究はなされていない。 
 
２．研究の目的 
本研究は、以上のような学術的背景をもとに、政治と教育と美術の三者の関連づけることで美

術教育と市民性教育をともに再考することを目指すものである。本研究課題の革新をなす学術
的「問い」は、美術教育は市民性教育とどう関わるのか？市民性教育は美的なものをどう組み込
み得るのか？というところにある。また美術をベースにした研究が社会課題にどう接続し、未来
社会の形成にどう資することができるのかも問う。 
感性や情操の教育とは別の美術教育の意義を浮かび上がらせると同時に、市民性教育につい

ても美術教育と接続することで、共同体主義的なものとは異なる、自らの判断力に基づいて社会
形成を展望するような、新たな市民性教育の可能性を提示することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究は３つの柱を立てて研究を進めていく。 

第一に理論的な研究である。市民性教育についてはこれまで多くの研究がなされてきているが、
それを美術教育とつなげるためには、美術と社会や政治とを接続している哲学的な議論も含め
た理論的な検討が必要である。先に見たビースタやランシエール、バディウなどの他、美術教育
の研究として民主主義的な社会構想を論じている D. アトキンソンや D. オドノヒュー、また社
会彫刻を提唱し実践した J. ボイスなどの美術家の思想についても検討する必要がある。遡っ
て、政治哲学の視点から美的判断力について論じている H. アーレント、さらに ABR にも影響を
与えている J. デューイの『経験としての芸術』の議論が彼の民主主義教育論とどう関係してい
るのかについても検討しなければならない。こうした理論的研究については主に研究代表者が



担当する。 
第二に ABR を軸にした国際的な共同研究である。ABR はアートをベースにした研究であるゆえ

に、環境問題や移民問題、社会正義やコミュニティ形成など、一義的に答を見いだすのが難しい
課題について探究する際に力を発揮する。ABR はこうした社会課題にコミットする美術教育の新
たな可能性を模索している。この 10 年ほどの間に美術教育研究において国際的に大きく展開し
ているこの動向に、研究代表者・研究分担者共に深く関わっている。特に、研究分担者の笠原は、
ABR の一環として進められているカナダ・スペイン・中国などの研究者との共同研究である
Mapping A/r/tography の日本側の代表者を務めている。この共同研究には、小松・生井も参画
し現在その成果をまとめる図書の出版も準備中である。カナダの R.アーウィンと共著でこの研
究成果の一部をまとめて出版した（『アートグラフィー―芸術家／研究者／教育者として生きる
探求の技法』2019）笠原がこの研究ではリーダーシップをとる。 
第三に、美術教育と市民性教育とをつなぐ実践的な研究である。美術に関するワークショップ

の多くは、造形活動が中心で、本研究が目指すような市民性教育につながるような試みはあまり
例がない。研究分担者の生井は、美術作品の鑑賞を通じた哲学対話の実践を重ねている。本研究
では、市民性教育を軸にした美術ワークショップを実践することで、従来の美術教育と市民性教
育双方を問い直すことを目指す。この実践的な研究については生井・竹本が中心となって遂行す
る。こうした三つの側面から研究を行うことで、美術教育が市民性の涵養にとっていかなる働き
をなし得るのかを明らかにする。 
 
４．研究成果 
本研究は、アートとシティズンシップの関係を理論的・実践的に探究してきた。理論的研究の

成果は、美術科教育学会、InSEA World Congress など国内外の美術教育学会のみならず、日本
教育哲学会や日本ホリスティック教育／ケア学会など、他分野の学会でも講演や口頭発表を行
った。また、研究成果は、『アートベース・リサーチの可能性―制作・研究・教育をつなぐ』、『ア
ートベース・リサーチがひらく教育の実践と理論』『子どもの表現とアートベース・リサーチの
出会い』、Arts-Based Methods in Education in Japan, Visual Methods, A/R/Tograhy & Walking
などの書籍として他言語でも出版した。実践的研究としては、2022 年に栃木県小山市で
「Articulation―区切りと生成」というテーマの展覧会を開催し、それに関連するワークショッ
プやシンポジウム「アーティストは何を探究しているのか」を実施した。展覧会のカタログ、シ
ンポジウムの記録冊子を作成し、社会に広く発信した。さらに、市民を対象とした哲学対話やア
ートワークショップも複数回開催した。 
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